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実技③

【 3 年生の学習内容( 5 時

間の授業内容と して ) 】

日野 皓正

講義

【 スポーツ事故の法律問

題-武道関係の裁判例か

らみる注意義務-】

富澤 輝男

立木 幸敏

休

憩

全体討

議・質疑応

答

閉

講

式

日程

１　

目
的

　

平
成
24
年
度
よ
り
実
施
さ
れ
た
中
学
校

保
健
体
育
に
お
け
る
武
道
の
必
修
化
を
踏

ま
え
、
保
健
体
育
科
教
員
及
び
運
動
部
活

動
指
導
者(

外
部
指
導
者
を
含
む)
に
対

し
、
合
気
道
の
指
導
者
と
し
て
の
資
質
向

上
を
図
る
た
め
の
講
義
・
協
議
及
び
実
技

指
導
等
を
行
い
、
学
校
に
お
け
る
武
道
指

導
の
充
実
に
資
す
る
。

２　

主
催

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
、
公
益
財
団
法
人
合
気
会

３　

期
間

　

平
成
28
年
８
月
17
日
（
水
）
～
８
月
18

日
（
木
）

４　

会
場

① 

実
技
・
講
義
会
場

公
益
財
団
法
人
日
本
武
道
館

〒
102
―
８
３
２
１　

東
京
都
千
代
田
区
北

の
丸
公
園
２
番
３
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３
―
３
２
１
６
―
５
１
０
０

（
代
表
）

５　

参
加
対
象

　

中
学
校
及
び
高
等
学
校
の
保
健
体
育
科

教
員
及
び
学
校
に
お
け
る
運
動
部
活
動

（
合
気
道
）
の
指
導
者
。

　

今
後
、
中
学
校
及
び
高
等
学
校
に
お
い

て
合
気
道
の
指
導
を
行
う
可
能
性
の
あ

る
合
気
道
経
験
者
。

６　

内
容

⑴
解
説

「
学
校
体
育
に
お
け
る
武
道
指
導
の
在
り

方
に
つ
い
て
」

　

ス
ポ
ー
ツ
庁
政
策
課
教
科
調
査
官　

高

橋
修
一

⑵
講
義

「
ス
ポ
ー
ツ
事
故
の
法
律
問
題
―
武
道
関

係
の
裁
判
例
か
ら
み
る
注
意
義
務
―
」

　

国
際
武
道
大
学
体
育
学
部
特
任
教
授　

富
澤
輝
男

　

国
際
武
道
大
学
体
育
学
部
武
道
学
科
教

授　

立
木
幸
敏

⑶
実
技

①
「
１
年
生
の
学
習
内
容
（
５
時
間
の
授

業
内
容
と
し
て
）」

　
（
公
財
）
合
気
会
合
気
道
本
部
道
場
指

導
部
師
範　

金
澤
威

②
「
２
年
生
の
学
習
内
容
（
５
時
間
の
授

業
内
容
と
し
て
）」

平
成
28
年
度　

学
校
合
気
道

実
技
指
導
者
講
習
会　

実
施
要
項

　
（
公
財
）
合
気
会
合
気
道
本

部
道
場
指
導
部
指
導
員　

鈴

木
俊
雄

③
「
３
年
生
の
学
習
内
容
（
５

時
間
の
授
業
内
容
と
し
て
）」

　
（
公
財
）
合
気
会
合
気
道
本

部
道
場
指
導
部
指
導
員　

日

野
皓
正

⑷
全
体
討
議
・
質
疑
応
答

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　
（
公

財
）
合
気
会
事
務
局　

藤
本

光
海

　

司
会
進
行　
（
公
財
）
合
気

会
渉
外
部
長　

栗
林
孝
典

　

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
・
集

計
・
解
析

　

帝
京
平
成
大
学
現
代
ラ
イ
フ

学
部
経
営
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

学
科
ト
レ
ー
ナ
ー
・
ス
ポ
ー

ツ
経
営
コ
ー
ス
講
師　

園
部

豊
７　

日
程
（
別
表
）

《
問
い
合
わ
せ
先
》

公
益
財
団
法
人
合
気
会
（
担

当
：
栗
林
、
鈴
木
俊
雄
、
藤
本
）

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３
―
３
２
０
３
―

９
２
３
６

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　

　

　

広
島
市
は
、
広
島
県
の
南
西
部
に
あ
る
広
島
平
野
に
位
置
し
、
人
口
119
万
人
を
要
す
る
政
令
指
定
都
市
で
あ
る
。

　

昭
和
20
年
（
１
９
４
５
年
）
８
月
６
日
、
人
類
史
上
初
め
て
の
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
ま
ち
は
焼
け
野
原
に
な
り
、「
75
年
間

は
草
木
も
生
え
ぬ
」
と
言
わ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
多
く
の
市
民
の
大
変
な
努
力
に
よ
っ
て
、
広
島
市
は
、
水
と
緑
あ
ふ
れ

る
美
し
い
ま
ち
と
し
て
復
興
し
、
被
爆
70
周
年
を
迎
え
た
現
在
、
国
際
平
和
文
化
都
市
と
し
て
平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
全
世
界

に
発
信
し
て
い
る
。

　

広
島
市
は
、
平
成
６
年
（
１
９
９
４
年
）
に
開
催
し
た
ア
ジ
ア
大
会
を
契
機
に
、
全
国
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
陸
上

競
技
場
や
体
育
館
等
の
施
設
を
整
備
し
て
お
り
、
ま
た
、
広
島
東
洋
カ
ー
プ
や
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
、
Ｊ
Ｔ
サ
ン
ダ
ー
ス
等
、

多
く
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
試
合
を
観
戦
で
き
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
都
市
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。

広
島
県
広
島
市
に
お
け
る

相
撲
授
業
の
普
及
に
向
け
た
取
組

広
島
市
教
育
委
員
会
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⑴
指
導
方
法
の
工
夫
・
改
善
に
向
け
た

取
組

　

本
市
で
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
体
力

向
上
推
進
校
を
市
立
小･

中
学
校
４
校

程
度
指
定
し
、
保
健
体
育
科
の
授
業
改

善
や
、
体
力
向
上
に
資
す
る
取
組
の
実

践
研
究
を
行
い
、
そ
の
成
果
を
全
市
立

小
・
中
学
校
に
普
及
し
て
き
た
。

　

相
撲
の
授
業
を
取
り
入
れ
る
に
当
た

り
、
モ
デ
ル
校
と
し
て
、
体
力
向
上
推

進
校
の
古
田
中
学
校
（
平
成
24
・
25
年

度
）
と
観
音
中
学
校
（
平
成
26
・
27
年

度
）
の
２
校
を
指
定
し
、
相
撲
の
指
導

方
法
の
工
夫
・
改
善
に
向
け
た
取
組

を
行
う
こ
と
と
し
た
。
両
校
に
対
し
て

は
、
ま
ず
始
め
に
、
生
徒
が
安
全
に
留

意
し
、
積
極
的
に
「
相
撲
」
の
授
業
に

参
加
で
き
る
よ
う
、
相
撲
マ
ッ
ト
を
配

置
し
た
。

　

次
に
、相
撲
を
通
し
て
、何
事
に
も
主

体
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
意
欲
や
、

対
す
る
教
員
の
不
安
が
払
拭
さ
れ
る
の

み
な
ら
ず
、
相
撲
の
授
業
を
実
践
す
る

教
員
の
意
欲
や
、
相
撲
の
授
業
の
実
施

に
よ
る
教
育
効
果
の
理
解
も
進
ん
で
い

る
。

⑶
関
係
団
体
と
の
連
携

　

本
市
で
は
、
平
成
20
年
度
よ
り
毎

年
、
大
相
撲
広
島
場
所
実
行
委
員
会
会

長
の
岩
田
満
久
氏
を
は
じ
め
、
関
係
者

の
方
々
の
ご
厚
意
に
よ
り
、「
秋
巡
業

『
大
相
撲
広
島
場
所
』」
に
、
市
内
小
・

中
学
生
を
無
料
で
招
待
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

　

参
加
し
た
児
童
生
徒
か
ら
は
、「
体
の

大
き
な
力
士
を
間
近
に
見
た
り
、
郷
土

3

課
題
解
決
に
向
け
て多

様
性
を
尊
重
す
る
態
度
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
の
育
成
を
図
る

た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
、
仲
間
と
協

働
し
、
課
題
を
発
見
し
解
決
す
る
授
業

改
善
の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。
次
頁
資

料
１
に
、
実
践
授
業
の
様
子
を
示
す
。

⑵
教
員
の
指
導
力
向
上
に
向
け
た
取
組

　

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
25
年
度
よ

り
毎
年
、
保
健
体
育
科
教
員
を
対
象

に
、
相
撲
の
授
業
に
お
け
る
指
導
内

容
・
方
法
や
事
故
防
止
へ
の
対
応
に
つ

い
て
、
周
知
徹
底
す
る
た
め
の
実
技
研

修
会
を
行
っ
て
い
る
。
参
加
し
た
教

員
か
ら
は
、「
生
徒
が
興
味
を
持
つ
の

か
、
指
導
が
で
き
る
の
か
不
安
で
あ
っ

た
が
、
実
際
に
や
っ
て
み
る
と
楽
し
く

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
」「
本
校
で
も

相
撲
を
実
践
し
て
み
た
い
と
感
じ
た
」

等
、
相
撲
と
い
う
種
目
を
肯
定
的
に
と

ら
え
た
意
見
が
多
か
っ
た
。

　

こ
の
研
修
に
よ
り
、
相
撲
の
授
業
に

実技研修会の様子

〈研修会の主な内容〉

（講義）

　・相撲の特性と指導内容

　・単元計画の作成と留意点

（実技）

　・礼法や基本動作

　・効果的な指導方法とそのポイント

　・指導上の安全管理　　　等

の
力
士
を
応
援
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

今
ま
で
相
撲
に
あ
ま
り
馴な

染じ

み
の
な
か

っ
た
相
撲
に
興
味
が
持
て
た
」「
相
撲

の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
で
き
た
」な
ど
、

各
校
か
ら
喜
び
の
声
が
届
い
て
い
る
。

　

相
撲
の
授
業
を
実
施
し
て
い
る
学
校

に
と
っ
て
は
、
力
士
の
作
法
や
所
作
な

ど
か
ら
、
礼
節
を
重
ん
じ
、
相
手
を
尊

重
す
る
態
度
な
ど
を
学
ぶ
絶
好
の
学
習

機
会
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
広
島
県
相
撲
連
盟
な
ど
の
関

係
団
体
か
ら
相
撲
の
授
業
を
実
践
し
て

い
る
学
校
に
対
し
、
相
撲
マ
ッ
ト
の
無

償
貸
与
、
指
導
資
料
「
中
学
校
体
育
相

撲
指
導
の
手
引
き
」
の
提
供
な
ど
の
支

2

武
道
必
修
化
に
向
け
た
取
組
の
課
題

　

本
市
は
、
現
在
、
市
立
中
学
校
64
校

（
中
等
教
育
学
校
・
前
期
課
程
を
含
む
）

を
設
置
し
て
お
り
、
約
２
万
９
０
０
０

人
の
生
徒
が
在
籍
し
て
い
る
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、
新
し
い
学
習
指

導
要
領
の
全
面
実
施
と
な
っ
た
平
成
24

年
度
の
中
学
校
武
道
必
修
化
に
向
け
、

平
成
21
年
度
か
ら
３
か
年
計
画
で
、
全

市
立
中
学
校
の
保
健
体
育
科
担
当
教
諭

全
員
を
対
象
と
し
て
、
柔
道
、
剣
道
の

実
技
研
修
及
び
武
道
授
業
の
安
全
管
理

に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
た
。

　

特
に
、
柔
道
を
実
施
す
る
学
校
の
教

員
に
つ
い
て
は
、
必
ず
担
当
教
諭
が
、

研
修
等
を
受
け
て
か
ら
授
業
を
行
う
こ

と
を
徹
底
す
る
な
ど
、
万
全
の
体
制
を

取
っ
て
き
た
。

を
実
施
す
る
学
校
が
31
校
、
剣
道
の
み

を
実
施
す
る
学
校
が
28
校
、
柔
道
と
剣

道
の
両
方
を
実
施
す
る
学
校
が
５
校
と

な
っ
て
お
り
、
相
撲
を
実
施
す
る
学
校

は
な
か
っ
た
。

　

指
導
に
あ
た
る
保
健
体
育
科
教
員
の

1

は
じ
め
に

　

学
習
指
導
要
領
で
は
、「
武
道
の
運

動
種
目
は
、
柔
道
、
剣
道
又
は
相
撲
の

う
ち
か
ら
１
種
目
を
選
択
し
て
履
修
で

き
る
よ
う
に
す
る
」
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
平
成
23
年
５
月
に
実
施
し
た
武
道

授
業
実
施
状
況
調
査
で
は
、
柔
道
の
み

原爆ドーム（写真提供：広島市広報課）

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、
相
撲
を

実
施
し
な
い
理
由
と
し
て
「
取
り
入
れ

て
み
た
い
が
、
学
習
内
容
、
指
導
方
法

が
わ
か
ら
な
い
」「
自
分
自
身
が
、
相

撲
を
経
験
し
て
い
な
い
」
な
ど
の
回
答

が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
武
道
授
業

の
更
な
る
充
実
を
図
る
観
点
か
ら
、
各

学
校
が
相
撲
を
含
め
た
３
つ
の
種
目
の

中
か
ら
選
択
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
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援
を
受
け
て
お
り
、
市
内
中
学
校
の
相

撲
授
業
の
普
及
・
展
開
へ
の
大
き
な
原

動
力
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
本
年
度
は
、
観
音
中
学
校

に
日
本
相
撲
協
会
か
ら
、
３
名
の
力
士

を
外
部
講
師
と
し
て
招
き
、
生
徒
が
実

際
の
ま
わ
し
を
着
用
し
て
授
業
を
受
け

る
機
会
を
設
け
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
る
予
定
で
あ
る
。

　

こ
の
４
年
間
の
取
組
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
に
４
校（
観
音
中
、
古
田
中
、
井

口
中
、瀬
野
川
東
中
）が
相
撲
の
授
業
を

実
施
し
て
い
る
。平
成
23
年
度
時
点
で
、

相
撲
の
授
業
実
践
が
な
か
っ
た
本
市
に

と
っ
て
は
、
大
き
な
前
進
と
言
え
る
。

　

実
施
校
で
は
、
様
々
な
指
導
の
工
夫

が
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
を
活
用
し
、
生
徒

が
自
己
や
仲
間
の
良
い
動
き
方
を
見
付

け
た
り
、
自
分
の
技
と
仲
間
の
技
の
違

い
を
比
較
し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、

技
能
の
向
上
を
図
る
指
導
が
行
わ
れ
て

い
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
運
動
に
苦
手
意
識
を

持
っ
て
い
た
生
徒
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
っ
て
自
分
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
動

き
を
確
認
し
、
試
合
や
練
習
に
臨
む
姿

が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
相
撲
の
授
業
に
お
け
る
指

導
方
法
の
工
夫
・
改
善
は
、
柔
道
や
剣

練習方法について話し合う様子

道
の
授
業
に
も
応
用
さ
れ
、
武
道
の
授

業
全
体
の
充
実
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　

ま
た
、
相
撲
実
践
協
力
校
で
あ
る
観

音
中
学
校
で
は
、
外
部
指
導
者
を
招
へ

い
し
、
相
撲
の
礼
法
や
、
基
本
動
作
、

基
本
と
な
る
技
の
直
接
指
導
を
受
け
さ

せ
る
取
組
も
始
ま
っ
て
お
り
、
生
徒
の

相
撲
へ
の
理
解
を
一
層
深
め
る
よ
い
機

会
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
、
こ
う
し

た
外
部
指
導
者
か
ら
指
導
を
受
け
る
機

会
を
充
実
さ
せ
た
い
。

　

さ
ら
に
、
毎
年
、
教
育
委
員
会
が
相

撲
の
研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
こ
と

で
、
相
撲
の
指
導
内
容
・
方
法
を
伝
達

で
き
る
教
員
の
数
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
今
後
、
実
施
校
が
拡
大
す
る
こ
と

が
期
待
で
き
る
。

　

今
後
と
も
、
こ
う
し
た
様
々
な
取
組

の
一
層
の
充
実
を
図
り
、
武
道
を
通
じ

た
人
間
形
成
に
努
め
て
い
き
た
い
。

4

取
組
の
成
果

秋巡業「大相撲広島場所」
指導資料「中学校体育
相撲指導の手引き」　

相撲授業の様子

　資料１　実践授業の様子

第３学年男子 「領域Ｆ 武道 相撲」（９時間/１２時間） 

（本時のねらい）

上手投げ・下手投げを用いて、簡易な試合で攻防を展開できる。

上手投げ・下手投げの技を身に付けるために、①脚の開き方、②手の使い方の２点を視点に、各グル

ープで練習を行い、その後、技術的課題を見付け、改善策を話し合う場面。 

（生徒の様子）
・ 練習の際に、投げ技の相手を引き受けたり、仲間の課題を指摘したりするなど、互いに助け合い教

え合おうとする姿が多く見られた。 
・ 自己の技能、体力の程度に応じて、自己に適した攻防の仕方を選んだり、仲間に対して、技術的な

課題や有効な練習方法の選択について指摘したりする姿が多く見られた。 

課題を把握する場面 実際に技を試してみる場面 課題や解決策を共有する場面 

（練習や簡易な試合） （話し合い活動） 

（運動が苦手と思われる生徒の状況）

①［Ａ君：どのように体を動かしてよいか分からない生徒］  
≪課題≫  
・ 左手で上手投げを行う際、右足を大きく開くことができず、体のバランスが崩れその場に倒れて

しまう。 

≪改善後≫ 
・ タブレットを活用し、何度も自己や仲間の動きを観察して比較しながら、手や足の運び、最初
に相手に寄る動作を一つ一つ確認して練習を行うなど、主体的に学習する状況が見られた。

・ バランスを崩してその場に倒れることが少なくなり、体格が同じくらいの生徒との試合では、
優位に攻防を展開できる場面も見られた。  

②［Ｂ君：相手との仕切りを恐れ、すぐに相手にまわしをとられてしまう生徒］
≪課題≫
・ 腰が高く、仕切りと同時にすぐにまわしを取られ、寄り切られてしまう。
・ 腰が引けてしまい、手が相手のまわしにかからない。
≪改善後≫
・ 仲間のアドバイスや観察結果を参考に、仕切りと同時に腰を引かずに低い姿勢で受けることが
でき、簡単に寄り切られる場面が少なくなった。

Ａ君の授業後の学習カードの記述 

手にばかり意識がいくと足の開きが遅れてしまい、よくバランスを崩して倒れてしまいました

が、右手のひじを下の方に曲げながら引くと同時に、大きく右足を開くことで、体のバランスを

崩さず安定して投げることができ、技の形を覚えることができました。 

Ｂ君の授業後の学習カードの記述状況

仕切りの時に、低い姿勢で受けることで、相手にまわしをとられることが少なくなった。無理

に技を掛けようとせず、相手にしっかりと寄り、体勢を整えて次の展開を考えていきたい。

運動のポイントを確認しよう！ 確認したポイントを実

際にやってみよう！ 

ここが、課題じゃ

ないかな・・・。上手く撮影で

きるかな？ 


